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　職業をもつ婦人は、年妥増茄じ喀知お年10泊の総理府

統計局の労働力調査によれぱ給料生活者は約3825万人に

のぽり調人労‘潴はこの中の約診1・断人腱廉

いる。’ぐ

　この（うち．401万人・（44．9％）1か幾婚蝿大であり、しか

も30才以上の婦人は、・ぞの中の30．4％を古め・今後さら

に増加していくと予測されている。遣の婦人労働者の増

大の背後的原因としては・企業の望む若年労働者不足を

婦人労働で補う傾向が強いこと、・－農山漁村地域での労働

力不足が母親の労働強化にならていること、は勿論誕あ

るが・婦人自体の働く権利の自覚・ド・祉会的地位の向上や

社会的活動への意欲、又は社会的接蝕への欲求などが増

加していることがあげられ資6＝歪斜，冶濃〔蔓翼訟　　，S

　働く婦人が多くな登につれて、保育所の必要性が増大
しセきて、昭和42葬珍）航、厚生省発蓑の「全国要保育児

童突態調査」によ瓦ば、’全国で約12000ケ所の保育所

に、97万人の小児が保育されているが｛まだ約5f万人の

小児が保育に欠けているといわれる。．

・以上の如ぎ量的不足に対する要求とともに‘』保育所の

質的要求も増大してきている。

　その1つは、乳児保育の拡大要求であるが、，この点に

っいては昭和43年度の厚生省の対策として・生後3ケ月

以後の乳児につき｛保母の定員数を増賦保健管理者と

し薫保健婦又は藺護嫌を1名おくよう昏こ描置され、、、今後

更に拡充を計る趨勢にある3㌔

　他の1、つは畿長時間保育の要求である。・もともと、小

児保育は企業側の要求に応える婦人労働の解決方法志し

て出発しだものであ洛ので、労働条件は、働く側と企業

、どの間の妥協で成立叱ていることが多い。しかし、8時

間勤務体制をとるのが鳶般であるので、通勤時間を入れ

ると長時聞保育への希望が多3くの母親から1提出される恩

亡は・、ミ、しかたのない事実であろう。ま凌特殊な形態の長

時間保育として、第3次産業の夜間9～10時までの保育

希望や、1病院ず産院などの準夜、、夜間の勤務に対する保

育希望も増大1して賦るよ一、1・『 ・　　，1i≦：！、

、麟づて、’小児の保育のある尋き姿についてはも昭和38

年7月に中央児藍福祉審議会保育制度特別部会の中間報

告、と、じてのτ保育問題をO『う考える」、の中でゾ第1原則

・と三じてr両親による愛惰に満ちた家庭保育」』が根本とな

っている61とくに．P2ん3才以下の乳幼児期において

は、まず家庭において保育；されるごとが原則でなければ

ならないし、1それが不可能な揚合において憲親密で暖か

い養護が与えられるよう処置を手厚くする必要がある」

穫第6原則）’と述べられている。

　小児が畏時間に亘って集団保育される場合の・’心身に

及ぽす影響については｛・身体面では寸：感染が多発しやす

い、こと、ミをあげている学者が多いが、’、精神的知的；面で

は‘・乳児院などの昼夜保育では問題をもぢやす“のに反

して、昼間保育に於ては乳児に及ぽす影響は少ないと考

えているものが多い。

　しかし・長時間保育をされた小児の心身ぺの影響につ

いてはい報告がみられないようである乙f獣ニマ　こ

　そこで、、我々は、・畏時間保育が小児の心身に及ぼす影

響をみるために、，次の点について調査研究が行ちた。』
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　調　査

1）畏時間保育の実態調奮獅旛瀞1療，ピ埼玉、ボ『

葉、茨城、群馬、栃木の各県における長時間保育の実態

と、保母の「長時岡保育の小児に与える影響の意識調

査」を行った。

2）幼児の行動調査11）のデーターに基づき、保育所

における3才児の行動調査を、長時間保育児、（A群＝2

年以上の長時問保育群、B群：1年以内の長時間保育

群）普通保育児（C群＝2年以上の普通保育群、D群＝

1年以内の普通保育群）について、比較検討し、異常行

動の発生状況に差があるか否かをみた。

方　法

ゴ》幼児の疲努調査：主記12）の対象児について疲労調

査を行った・（検顛映醗壱填スト・ナ促跳・けん

すいの頂臥及び罹病傾向、体重増加率について）

4）幼児の家庭におけるタイムスタディ調査：上記礁頂

の調査結果を支配する因子として、保育所における保育

内容と・家庭での母親の小児への接し方が考えられる

が、我々は、保育所を出てから、翌日来所するまでのタ

イムスタディを行い、母親が小児の疲労解消へ、どのよ

うな努力を行っているかを知ろうと試みた。

皿　調　査　成　績

L　関連5県における長時間保育の

　　実態調査結果

　　　　　　　　　　　池上キヨ、山崎田鶴子

　i）アンケートの回収率は平均63％（77．3％～44．7％）

　ii）8時間の基準をこえて保育を行っているものは、

解答した659施設中405施設（61．5％）であり・最高は埼

玉、茨城の72・75％から、最低は千葉、群馬の53％に分

散している。

　iii）畏時間保育児は、405施設中、4910名で1施設当

り平均12．1名で、施設定員数の9．3％を占めるが、県別

に差がみられ、埼玉、茨城（14，1％、12，2％）では高く、

千葉、栃木（6％、8％）に低い。

　iv）長時間保育児の時間的分析＝9～10時間が53．3％

と多く、　つし、で8～9時間力＝24．4％，・10時間以上力｛22．3

％であり、とくに、10時間以上の保育は、3才未満児

（27・2％）に多くみられる（3才以上児21，0％）。

　v）保育内容は、自由遊びが50％以上を占め、T・V

絵本などをみせるものが20％であったが、条件を整えた

一斉保育（お詣、紙芝居、ゲーム、絵画製作など）は10

％にすぎなかった。

　vi）保母の主観による長時間保育の影響の有無

　　＠返信のあったアソケート807通のうち＝長時問保

　　　育が小児に影響ありと答えたものは・313通（38，8

　　　％）影響なしと答えたもの、269通（33．3％）、解

　　　答なし225通（27，9％）であった。

　　⑤問題ありの内容＝延べで約100項目にわたり、描

　　　象的な表現としては・欲求不満・惰緒不安定（各

　　　25づつ）があり、具体的なものとして最も多くあ

　　　げられたものは・淋しそう（56）・甘える（50）・落

　　つきがない（49）、乱暴する（39）、よく泣く（33）、

　　いらいらする（25）等である。

　2．　幼児の行動調査成績

　．i）各群間の差を比較すると・A・D群間にその差が

最も強くみられた。

　ii）その内容は、「ぐずる」「すねる」「消極的である」

「いじわる」「他人の注意をひきたがる」「我がっよい」

「けんかっ早い」「きまった子どもとしか遊べない」「独

占欲が強い」「我穫強くない」「協調性にかける」の11項

目である。

　即ち、有意差のある頂目は何れもマイナスの意味をも

つ行動面にみられ・プラスの意味の行動面では、「片づ

けをよくする」の1項目にすぎなかった。

3．　幼児の疲労調査成績

松島窟之助　　野田　幸江

加茂　瑞江

　（1）　実験の計画

　A　疲労の定義

　畏時間保育の心身に及ぱす影響を考えた場合・ブラス

の影響と・マイナスのそれとが考えられるが・ここでは

仮説的に、疲労を影響の主たるものとしてとりあげてみ

た。

　その場合・どの様な状態を疲労と考えるか・まず疲労

の定義が明確でなければならないo古くから様肉な定義

づけはあるが、本研究では一般には、身心の継続的活動

によって生ずる身心機能の低下の現象と定義したい。

　なお・ここでは・その疲労を便宜的に身体的疲労と、
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精神的疲労とにわけて研究を進あるヒとにした。・その場

合、♪疲労め原因となる活動が“身と心のいずれでおるか

を問わず｛・身体的機能の低下を身体的疲労、精神的機能

の低下を精神的疲労としたい。　　　・（沼　rニノ

　しがし、’疲労そのものが、本研究の測定の対象なので

はなく、「主とし客観的に測定ざれる種々の現象ゴを知

・り、それが幼児の人格形成にどの様な意味をもつかを考

一察することにねらいがあるずド

マB1実験項目・め選択　♂

似上プ）定義によって、疲労を測定する客観的な方法も

様々あるが、現実の瑛態に直面した揚合、その疲労の本

能が不明確となり、種々あ疫労測是法間に一致を見い出

すことがむずがしいポ　〆

　それに加えて・一今回の研究対象が幼児であるため・従

来の測定法をそのまま適用することが、ますます困難と

なる。’・

そこで、本研究では持久力と集中力の2点に限定し、

前者に関しては懸垂と片足とびによる主と．して身体的疲

労を、後者に関しては色わげ作業による主として精神的

疲労の測定を実施参るこ「とにしたぷこれぢの点は、幼児
一
の
人
格
形 成にも震要な影響を及ぽす要素の1つであると

考えられたからである8c　、

（2・）　身体的影響

　〔1〕　測定方法

　ay片足とび：片足そ連続しでとび、片方の足を地に

「おろすま廼の時間をス』ドップウォ9・チで測定しだざ立ち

どまった時も中止とみなす。（単位　秒）　　　　　く・

『』b）げん産い；鉄棒まだは横木にぴじを伸ばじでけん

すいし、「けんすC・ぞきなぐなって手をはなすまでの時間

を、ストッブヴオッヂそ測定するび1（単位、秒）鉄糠の

第1表対象幼児群の身体的プロラィール
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　　　　　　　，蓑『覇聴＞鮪
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高さは、幼児のつま先が地面に届かない程度にする。つ

かまらせると同時に台をとり去る。

　〔21〕　測定結果

　1）調査対象児の身体的プロフィール

　対象幼児を4群に分け、A群（長時間、長期間保育児

11例）、B群（長時間、短期間保育児11例）、C、群（正規

時間、長期間保育児10例〉、　D群（正規時間、　短期間保

育児15例）の間の身体的なプロフィーノヒを雍にまとめ

た。

　①年令：各群ともに3才6カ月～4才6ヵ月の間の幼

児が対象として、平均、3才10ヵ月～4才2ヵ月であ
る。

　②保育期問＝A群では、平均24，8ヵ月（21～31ヵ月）、

B群では10．3カ月（8～11カ月間）、C群では、31ヵ月

（23～36ヵ月間）、D群では、　10，1ヵ月（9～11ヵ月）

であった。

　③保育時間＝A、B群は長時間保育群であり、平均9

時間15分（9～10時間）であった。対照群のC、D群は1

正規時間保育群であり、平均7時間30分～40分（6．50～

8時間）であった。

　④身体発育

　　a）身長＝各群とも、男児の平均は、96．4～103．3cm

で、C群の男児が大きい他は、ほぽ同様である。

　女児では、身長の平均値はB群が99．7cmで最も大き

く、ついでC、A、D群の順であった。（97．5～93．7㎝）

　　b）体垂＝男児では、A、C、D群ともにほぼ同じ

ぐらhで（15，2～15・4kg）で勇ったが、B群はやや小さ

いものが多かった。（平均工3。75kg）。

　女児ではC、B群それぞれ（15．6kg：15．0㎏）でA、

B群よりも平均値的には重かった。（A群14．6kg：D群

14．工㎏）

　⑤最近1カ月閥の体重増加の平均

　B群が最も体露増加が著しく、1ヵ月平均300gの増

加であり、ついで、C群（＋2工09）、A群（＋170g）、

D群（・卜90g）の顧であった。

　体重の増加は健康のシンボルであるが、各群ともに、

個人差が大きく・最高の増加は・1．3kgに及び・最小は

0．6kgの減少を示していた。

　この体重の減少は、風邪及び伝染病（麻疹、水痘、風

疹、流行性耳下腺炎など）の感染によるものが多く、特

に入園して期間の短い群（とくにD群）に於ては、これの

疾患による体重の減少が多いのではないかと思われる。

　⑥罹病傾向：

　各群間における。幼児の罹病傾向を疾病による休園回

数を指標として調査した結果（第1表下段）、・・2～3ヵ月

に1Xの休園を含み、年間殆んど休園しないものはいA

群では、11例中5例（45％）、B群11例中8例（73％）、

C群10例中8例（80％）、D群15例中9例（60％）であ

り、C、B、D、A群の順になった。

　反対に、月に1～2X以上休園するものは、A群に最

も多く、ついでD、B、C群の噸である。

　例数が少ないが、この意味づけを行ってみると、罹病

に及ぽす因子には、＠体質が丈夫か否か、◎疲労の多寡

　（通園距離、在園時間、睡眠時間など）、◎免疫の多寡

　（伝染病などの感染を多く受けていたか、否か）があげ

られる。

　保育所へ通いはじめの半年位の間は・集団生活に入っ

たために、風邪や伝染病によくかかる報告が多いが、も

しそうならばB、D群は感染の多発による休園が多くて

もよいことになる。

　我々の調査では、B群は休園が少いものが多く、D群

は、やや多い傾向にあり、通園期間との関係は明らかで

はなかった。

　次に、疾労が関係しているとすれぱ、長時問保育群

（A、B群）の方が正規時間保育群よりも感染が多発し

てもよいと考えられるが・A群に於ては明らかに休園の

多いものが多いが、B群は、それ程でもない点で決定的

ともいえないであろうQ

　次に、体質傾向との関係は各群ともに虚弱児と健康児

が混在していて、しかもその比率がよく判らぬので、決

定的な関係はみられなかった。

　結論的にいえば、休園頻度は長時問、長期間保有群で

あるA群に最も多く、ついでD群であり、B、C群は最

も少なかったが、その理由は、よく判らなかった。

　2）持久力測定結果

　長時間保育が、幼児の持久力に影響を与えるか否かを

知る目的で、A、B、C、D群につき、入所時と退所時

に、それぞれ、片足とび、けんすいの持続時間を測定し

た。

　a）片足とび
　　③　退所時と入所時の差の平均（秒）；

　退所時の片足とび（b秒）一入所時の片足とび（a秒）

を求めたが、この値が＋にでれば、・退所時の方が長時間

行ったことになり・一になれば短時間行ったことになる

が・これを持久力の比較のIndexに用いた。

この差解均は・購間保育群であ鱒・B群に於て

は、退所時に低下を示し、正規時間保育群であるC、D

群では、退所時の方が高いことを示しそいた。とくに、

A群は、一L5秒と最も短縮し、ついで、B群の一〇．2

秒、C群は十〇．7秒であり、D群は十2．3秒と最も長かっ
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第2表ll幼児の持久力テス・卜成績

片　1足　5と　　び ・け，，んす♪い

嘆」．A　B　C　D 計、　　A B隠　℃τ　りID・　・計、

　　　　　　　　、　　9、　　　　、8、　　　　，9　　　　　皇4
　、　　　　　　　　　　　　　1　F　　　r

40　　［1i　　　互11 ［9
L4 45二

蠣麟一1“・ ＋0♪ク　＋2．3 一〇．6　．、rr4，2、　　十互．2　　・一6、6r

分 散（秒）・押篭5貯＝221＋夏馴処調 1＋鵯．81＋15割＋監8端1＋24＝、9

　　　　　　かN，い，3　ゼ
i※±30％　　　　i
　　　　　　，矧33　25

3 5 14

　『一30％．．

※　　～

　　750％

10 4 7

…※・r59旋 Nl．3，、いい1

％・1評1
0

Q
I　　　　　　i ［ l　　　　I　　　l

α」、レ、

　し
．2
l2・いド5い1ド） 5卜 2紬1一駿・い・’

※煙％ 恒餐
　　＋1Q・刎％1i－bl ’25 1・副、71　「凋 45k薄 22 下7T∵『

　　　　　　Nl、皇
藁斗1QO％

9 1『

・h 唄、51、9e，L漁／ ・
、

、i【 2 1・、巨．
墜・国ご下レ 11「石「ρ司 ‘22 い詞

、例：A子
　　綻とびズ旛11秒、退所時6秒一・錬10薦5％＼
　　　　　　　r（a）、・（b）一丁・ や・C，

　　　　　　　M謂100－55r－45％、
　　　　　　※X≒（牟ぎa）×1・・％

た。

勲片塵罎於鳳麟間鮪児咳が遡所時
におけ畜短縮が著しくあらわれたが、このことは、疲労

と縣噸鞍も頃態
画、糊廟睡び（ゆ鳩楓肺渤片

足とび・（a），の占める％（芸）が・漸時の片足とびから

どの位榊禰津顎f・6）ズ｛，
　（a）と（b）の比較を行う方法としキ㌧、上記の丼を

考築レてみ為ρ即ち、葺久力の変化が饗脚時にあらわれ

棚臨聯塑ず擁嘩勲塗こ鞭
要であ繊、、

、遡、Φ，隊飛懸入所時（a！働退騨
　　　、㊥，β、賄慕1d6一昏5％即ち55触少

　　　している。h、・1

　　　．一．入所時を100％とすれば・入所時からのずれ

　　　巧は・“

　　　　X＝55％L100％琶一45勿

　　＠詠綻醗入所時てa），鰍鰍
　　　　（b）・1秒一告一＋27・都0ち溜屠峯な

　　　る。

　　　イ込所時艇09鍋と庫苑ば・．

　　　　、X＝270％一199％＝＋170％と蟻・．、

　この値が入所時璽値．（0％）．から何％ずれ奪い資数を

比較すればよい二と葬献る。　　　　　、・　、、『9　、

　しかし、「片足とび」やrけんすい」．を間一人℃、ず2・

回行っな、とき、ゾどΦ位ずれると異常かと決める尺度は、

まだ決められて，いな恥。

　そこで、・著者は入所時からの、ずれが±30％以内にあ

るものを、一応正常範囲ときめてみた。

　この根拠としては、小児の体重の、ずれが標準よりも

20％以上になると肥満又は、栄養失調症といわれるが、

身体的に署レい異常ガ出爆じめるのが30％葬越真存笏舎
である点を参考をごした蓉～身体的異常と、片足とぴや、衿
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んすいを同一の尺度におさめてよいか、どうかは不明で

あるが、一応の尺度になりそうに考えたのである。

　この値を5群に分けて、』櫨30％群”（正常群）を中心

に・減少群は“一30～一50％群”と“一50％以上群”に・増加

群は、“十30～十100％群”、“十100％以上群”に分類した。

　減少％と増加％が異るのは、増加％に比べて、減少％

の方が小さく現われやすいからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　b－a　（例：a＝3秒、b＝2秒とすると、　　　×100％
　　　　　　　　　　　　　　　　　a
　＝一33％になるが、a＝2秒、b＝3秒とすると、十

　50％となる）

　成績（第2衷参照）

　④　正常範囲にあるのは、C、D群が多く（夫々56％

43％）、A、B群は少い（夫々33％、25％）

　＠減少の著しい群は、A群であり“一30％以上”の減

少は9例中5例（55％）にみられ、しかも一50％以上が多

いのに反して、B群では、8例中2例（25％）と少く、

とくに・C・D群は極めて少く｛C群9例中1例（11％）

D群では、且例中2例、（工4％）｝、しかも軽度のものば

かりである。

　の　増加の著しい群は、D群であり、M例中30％以上

が6例（43％）で、しかも＋100％以上例が36％も占め

ていた。

　以上の結果から、片足とびの退所時の減少は、長時

問・長期間保育群（A）に著しくみられ・反対に正規時

間、短期間保育群（D）では、退所時における片足とぴ

の延畏がみられ・B・C群は・この中間の値を示した

が・このことは片足とびのように・持久力と集中力を要

する運動は長時間保育では低下することを示唆している

ものと思われる。

　b）けんすい

　　＠　退所時と入所時の差の平均（秒）

　二の差の平均は、A、B、D群に於ては、退所時に低

下を示し、C群のみが増加を示した。

　最も低下の著しいのは、D群の一6，6秒であり、つい

で、B群の一4．2秒であり・A群では一〇．6秒と僅かの減

少ギC群は＋1．2秒と僅かに増加している。

　・即ぢ、短期間保育群であるB、D群では退所時におけ

る・けんすい持続時問が短縮していたが・畏時間保育群

であるA、B両群間にはかなりの差がみられるので・畏

時間保育が、けんすいに及ぼす影響は、’よくわからなか

った。

　　⑤　退所時のけんすい時間（b）に比べて入所時の

肌す嚇間（a）輔める％（普〉が・入階のけんす

い時間からどの位ずれているか？（Xま￥×…）％

　片足とびの時と同様にして分析した。

　成績（第2衷）

　④正常範囲内にあるのは、A群に最も多く（45％）

ついで、D（36％）、C（33％）群であり、B群（10％）

は最も少ない。

　◎　減少の著しい群は・B群（45％）であり・ついて、

D群．（21％）であとのA、C群は少ない。

　○　増加の著しヤ、群はC　（44％）、　B群（45％）　であ

る。

　以上の結果から、退所時のけんすい時間の変化は、短

期間保育群であるB、D群に減少が多くみられたが、長

時間保育群であるA・B群に共通の因子はみられなかっ

た◇

　もともと、けんすいは持久力テストにはなるが、個人

差が大きく、とくに3才児では変動が大きいといわれる

が・これらの特質が、A』B・C・D群の間に明かな差と

してみられなかった原因であると考えられる。

　〔3〕　小猛と並びに考案

　3才保育児を、A群（畏時間、長期間保育児・11例），

B群（長時間・短期間保育児・11例）・C群（正規時間・

長期間保育児、10例）、及び、D群（正規時間、短期間

保育児、15例）の4群に分け・入所時、退所時における

持久力テストを、片足とび及びけんすいについて検討し

た。

　①片足とびにおいては、長時間保育群がA、B群と

もに退所時における平均、持続時間の減少が著しく、し

かも、減少率が大きいものが多くみられた。

　しかし、けんすいにおいては、この傾向はみられなか

った。

　罹病傾向は、長時間保育で畏期間保育群（へ）に、風

邪などを多発して休園するものが多い傾向がみられた

が、正規保育時間短期間保育群（D）にも、この傾向が

あり・長時閻保育に多い傾向はみられなかった。

　（3）　’O理的影響

　〔1〕　測定方法

　まぜあわされた赤、ピγ久黄の色板、各100枚を同

色の容器の中に分類投入させる作簗であり、一間い方は、

まず検査者が・まぜられた色板を1枚づつとりあげ・各

色2枚づつ範を示した後、出来るだけ卓く同じようにす

るよう指示する。30秒間以上・作桑が停滞した場合は・

それまでの結果を記入した後・作業を続けるよう催促す

る。

　記入事項は、作業が完成した場合は、所要時間、及び
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第3表　登園時及び退園時における個人別作業成徴

A群

　　　　　　　　　　　　　1　　　登　　 退　 変　㊥　○
　　　・　　　　　　　化’．の・．　の
　　　園．　隅　な変変
　　　時1　時　し　化i化

C群

2中止時間　Ol
3　中一止1中　止・

卜○
F

4 中　』止
ノ
中
　
　 止’

、

Ol、

鵯5
、時　間／ll、完、“成

’

●レ，

6（時』間 中止
・1●

7　時聞一中止
Il●’

・8椀、成完成、ゆ1・き

づ 1時1間陣 止卜
　5 1　●

1司 寒成丁 完　成し 一10レ
11 、完成1 宝完、醸・

Ql 旨
～

1

2

登

園

時

中　止

完　成

退
園
時

変
化
な
し

㊥
の
変
化

e
の
変
、化

中　止 ○

中 止「丁Tr
・1／1／1
4院成降刺
§簿塵1窄成b

・「
「

6　完　成　完成

7院成1中止1 ●

β「源丁「
g悌刺町剛　！
・・瞬澗』犀庫「1・・

、B群

D群

聖●

●

4下厭「丁○卜
、1牒，麟F，圏・。

了丁葱丁癒「「・、ゆ・

1・！時問1中・吐い［◎。・

11「羅「丁7「す
13「慕「時澗、卜1，レト・y

11中止陣止1 1◎一

・丁燕r「完成「司丁
万丁諏τ1完成1・11』
ヨ完天「・塞一蔵皿「〕一

引中止陣甦
6瞬閲「蒔間／、1

、7厚成「可司

錯○・

11ρギc、

4ご■

、η．隔：間馬剛、

8犀成1完町レ丁δ7
引完、成．πr司Ql「三

！、Ql

　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　へξつFl

ヱ」堕止匝止L、⑩坐
司時間匝叫コ：，、、1、●、5

111完成1完司

ll陵『『震．廉F陪鵜・

誤りの数を、作業を途中で中止した場合は、作業の持続

時間穏作業量、誤りの数についで測定蔦たものを記入す

る。、

、』なお、－作業開始後15分を経過しても作業が完成さ：れな

い場合は、15分で作業を中止させた乙それほ、く他め釜老

に気をとられやすい、この年令の子ど這∫が“意識を集中

して作業をやり終えるのに要する時間を15分位と考え濯

からであ弘それ以上は、要した時間で考察を加えるよ
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第4表　登園時及び退園時における作業完成児数

登　　園　　時　　　退　　園　　時
群

　　誓あせ騰裏脇幾あせ鰹建脇

B　　　　　6

C　　　　7

D　　　　9

8　　　　　4

6　　　　　6

2　　　　　4

6　　　　　8

7

6

5

7

第5表検定結果
A
長
期
間

長
時
間

B
短
期
間

長
時
間

C
長
期
間

短
時
間

A長期閲・畏時間

B短期間・長時間

N麓差醜

N駕

D
短
期
間

短
時
間
．

あり
L％

なし

c畏期間・　「一「一▽し

D　短期聞・短時間
＼

＼
＼

り、一応そこで中止させ、そこまでの作業量で結果を処

理した方が、実験の目的である集中力をみるに適してい

ると考えたからである。

　〔2〕　測定結果及び考察

　作業の結果を、①r完成」したもの、②15分の「時間」

ぎれのもの③途中で作業を「中止」したものの3つにわ

け、まとめたものが、第3衷である。

　まず作業を完成させたものについてみると次に示す第

4表のようになり、各群の間の差をπ2検定した結果は

次の通りである。

　第5表より次のことがわかる。

　　①A群に於て作業を完成させたものが少なく、D

群との間に一番差が認められる。

　　②　長時間保育を受けているものは、保育を受けて

いる期間の長短には影響をうけていない。

　　③　長期間、保育をうけているものは、保育時問の

畏短による影響をうけている。

　　④保育を受けている期間が短期問であれば、長時

間か否かの時聞的差の影響をうけていない。

　　⑤　普通保育を受けているものは、その期間による

㌧差の影響をうけていない。

　即ち、保育時問と保育期間がお互にからみあい、影響

を与えていると考えるべきであり、長時間保育を考える

場合、それを必要とするものであればある程、畏期間の

長時間保育を必要とすることからも、今後更に解明され

ね昏まならなレ、問題であろう。

　次に、退園時の結果についてみると、いずれも登園時

の成績と統計的に有意な差は認められないが、①完成さ

せた人数に於て、A、B群では殆ど変化がみられないの

に比し、C、D群では、特にC群に於て、完成させたも

のの数が登園時の半数近くなっていることがわかる。

又、退園時に於ては、A、B、C、D群間にいずれも有

意差が認められないことがわかる。以上のことから、普

通保育児では、特に畏期間にわたる普通保育児が登園時

にくらべ退園時にやや成績の低下がみられるのに対し・

長期間長時間保育を受けている者では、登韻時、退園時

の成績が、殆ど変化していない。しかも、退園時に於て

は・成績が低下したとみられるC・D群に対し・有意差

を認められないところから、ここでも長時間保育の影響

は、その日のうちにみられる一過性のものより、むし

ろ、持続され、圃蒋されるものではないかとの疑問を持

たせるものである。この問題についても、更に例数を増

し、検討が加えられなけれぱならないであろう。

　更に、個人の変化についてまとめたのが第3衷の有欄

である。登園時、退園時の作業量作業態度に於ける変化

の有無を示したものであり、変化なしは両者間に差の認

められなかったものであり、①の変化とは、退園時に於

いてブラスの変化を示したもの、eの変化とは同じ∫マ

ィナスの変化を示したことをあらわすものである。なお

○印のうち●印は先に示した三つの段階、即ち①完成さ

せたもの、②時間ぎれ、③中止のうち異る段階に移動し

たものであり、○印は、同じ段階、即ち登園時、退園時共

に「中止なら中止の段階」で変化を示したものである。

この同段階に於ける変化の有無の規準は・測定した時

閥、量、誤数の3ツの因子のうち2ツ以上についてマィ

ナスの価をとったもの・及び時間については・1分間以上

を、量については30枚以上を差と考えたものである。そ

の根拠は、全結果を通じて、時間に於ては、4～5秒の

差のあるものと、1分以上の差のあるものとではづきり

わかれ、その中問の価をとるものがなかった為であり、

縫についても同じことがいえ、便宜的に決めたものであ

る。

　このように個人の変化をとらえてみると、各群間に差

を認める察は出来ない。ただ㊥の変化をしたものと、e

の変化をしたものとでは、∈）の変化をしたものに、段階
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をこえる変化を示じたものボ各群と（も多い傾向にあるこ

とがわかる。これは、プラスの変化の場合、同段階内の

変化は、’丸作梁に対する慣れとも考えることができるであ

ろう乙』

　ただい検査をおこなったものの報告によると璽退園時

の方で、検査者に対する慣れからか親和的態度で接する

ものが多かったということであり、．例数の少な恥、しか

も、ただ1・回の作業結果の中に、それ等の問題がどう反

映されているか、』その点をふまえての駐究がなされなけ

れぱならないであろうρ特に長時間保育児の場合直退園

時の作業は・むしろ相手をしてくれる人の存在が・はげ

みになることも考えなければならない問題であろう。

　我々も作業を計画するにあたり、その点の癖を考え・

同一の被験者に何回かの作業をさせることも考慮したが

通常の保育の行われているなかで、全員に同じような作

業を壱せ得盗ならともかく、ある特定の子供のみに、1何

回か特別な瑛をさせるζとの本人及び他に及ぽす影響窒

考え》被験者を多くしゾ作業は1回と決めたが、前セこも

ふれた様に、・被験者選定の手違いから、・結果に検討を加

えた対象児数が少なくなり、結論というより述問題提起

に終ってしまった感が深いがい今後更に掘り下げねぱな

らない問題のレ｝・ぐつかはひろえたのではないだろ’うカ∋。

胤
「
解

曝庭でのタイ今璽デイ、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木とく

　　（1）・調査方法

　工）条件：，長時問保育児が、長時間⑫集団生活恥ら何

らかの影響をうけて、身体的、・精神的に疲労その他リニ

とが見られるとするならぱ、保育時間終了後、、・家庭の生

・醜於る髄鯖時間（瞬間又は昌時剛麟卿
児之違った生活行動や態度揮見5れうので曝ないか》還

その母親は、長時間手離しているが放の家庭保育に於け

る特別な配慮があり曝しない塑、とy・う券え喬ら、，Aい

B、C盲D群にっい∫x家鷹開糞を試みた。

　■）内答二調査用紙民より、・保育園ウ・ら、出る、時閥か

ら、習朝登園す・るまでの間を凍の、ように大まか．嬉分サ

∫・その生活時に表われ為であろう子供の隼活様相と㌔

母親の態度を想定農て夫々項目をあげた。、外タこ参考りた

め・母親以外の家人の態度及び・，時間を追って母親の生

活内容郊記入するようKした、，

　生活の主な色分けは、

○降園途次

○　帰宅後夕食まで

、○汐食時から汐食後マ、

・○　就寝の仕度から眠りに入るま一で

　　07’夜中

　　01・めざめから棚の身仕度・

　 0朝食時か疹家を出て登園の途次』

である。

　子どもの生活様相については、長時間集団生活をする

た碕、・痺れているとすれば曾身体的に要掌虜ること、疲

れから来資い与いらが普通ねがままと表現萄れ盗要求を

あらわすことなど嬉つめて、3オ児保育の経験から、各

区分に夫々3オ児のと口そうな行動や態度をあげてみ

な。、、

　皿）方法＝調査の方法嫡、，A、1恥C、・D群の各母親

自身に記入してもらった。　（人数は前途調査剤司じ≧

　集計の致の上がら準察：さ苑る曇≧を次に・のび孝齢・

、、（母り生活騰間艮び圏賓、，緯の家族砂蝉度は全然参考と

注ずと専ら子κも≧母ρみのそμに志灸）。

　　（3＞調査紬果
　，1〉子どもの隼活行動及び態度と、子，どもに対亥る母

　　の聾度・

　A）・、帰宅時④様子

　羊を弓匹いてもら灸量よ～、、A、、B夫々半数及半数場上で、

c・Dは静ある。これを・開の鱗鋤き廼勲

く脅砂捗ゆ観祉A‘・Bは壱鳳D畔鰐
上である。これは親子両方の気持の動きは、A、、B群、と

c・D群と大差醜～…幽、＜ひとりで弊う》砂る

子ども、嫉畢時間、環保育期間児に少い。、．L．b，、、・1

　帰途、ぐずったり、物をねだったりすること琴マし）∫

嫉拳ま撃み昏机ず、）14群占玲、≦たいて栂纂嫌力鉢い＞

がBを除いて過半数である。

　母親の夕食仕度中は・ひどりで遊んでいる状態が見ち

れ・弩卿齢璽ぐれて騨・こ鋤げの母親の澱と
して、〈時々声をかけてやる＞ことや、食べたがるき何

か食べさしておくと智，う面者の要求と応えがみられる。

　B）食蛮の準備及び食礁中

　　食箏中はぐの群も気嫌がよく、食琳中わ参まま皆菖

ったり・ねむくなる子どもは、Dにすこし、クられるだ

けである。食後は父又は母、1兄など誰かに遊んで獣らっ

ており・母は・片づけをせず遊んでやる者とM自分のし

ごとをしてしまう者とAは半々、B、C、D鮭8ぜ甘や
自分のことをする方が多い。

　C）就寝時

　就寝のための生活については四群ともとりたてて言う、

ほどの差はなく、あらわれた数字からの推察では、かな

りよい習慣がっけられている。ねむるまで何かしてくれ

と要求する者がAに少数みられ“母側にもIlこぢらから

’してあげて眠らせるというのが半数みられる6
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　夜尿のための目ざめと・時々の失敗は両方を合わせる

とA、B、C群に多いが、これを長時問保育と結びつけ

て考え得るか否か疑問でもあり、個別調査も必要とする

ので、今後の研究に待つより外ない。

　D）起膿時

　めざめの、一母の態度は両者ともマイナスと考えられる

点はみえず、着替えについてはA群は母子共、’してやる

してもらうの関係が見られる。洗顔・歯みがきは・A・

B群に・してもらうが多くみられるのは・母の出勤時の

気ぜわしさから、母側にしてやることが多く、それが、

してもらう気持に続くものと考えられる。

　E）朝食
　朝食はふつうに食べる（子ども）、いつしよ｝ξ食べるよ

うにする（母）がAに多く、Dに食べたがらない子が多

くみられるのは、様々な憶測が試みられる点である。最

近、世に言われている．児壷の朝食ぬきの状態はこの調

査の限りあらわれていないのは・親も・P子どもの年令・

その健康を考えている為であろうが・そのことのみの大

がかりな調査ではないので、何とも書いがたい。が、朝

寝、あざめの規律性のあらわれが朝食にも及んでている

のではないかと推察される。

　家を出る時の無嫌は殆全員に近く良好で、A、B群に、

わずかにζぐずぐず言う子どもがめられるだけである。

　五）小児の家庭における睡眠時問、

　Time　Studyにあらわれたが小児の睡眠時間は第6

表の如くであるo

　即ち・1睡眠時間は、A、B群では9時問例が最も多い

第6表　家庭における睡眠時闘，

＼l　A　l　B　C　D
一　『　『　　 　■　　－　　一　　　　　　一　　　　■　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　＿　醒　一　一　一　』　　　一

マ踊睡臨『㎝一9。3σI　g。28’　io。σ　皇6戸65戸
時闘（時間）i．時贋＿＿一瞳間　　時間．　時圃

　　　8～91　睡　　　　　　O　 　　　　　　O　　　O　眠　時間1　　　　　　　　　　　　　、＿＿＿

・時9～101　8・　5　　2　　3
男11讐1け7r一丁よ27

　例i時間，
数
、 IU～L21。　0　　　　。．一ユ墜闘　＿．　　　　　　　　　
計（例）　　）1G　　　　7　　　　5　　　沿

平均年令i3才9カ月14才・ヵ月4才2ヵ月P3才8胡

IV　考

1）保育所に対する国民のNeeq

近年働らく婦人の数が増大し・緒言でのべた如く、昭

のに反して・C・D群では10時間例が最も多くみられ
た。

　3才児では・ユ日平均1エ～12時間を必要とするので・

この9～10時問の睡眠では不足することになる。家庭児

では3才になると、ひるねをしないものが多いが・これ

は夜間の睡眠時間を充分とっているためである。

　保育所では午睡の時問が充分でないと・疲労が残るこ

とは充分に考えられる。とくに長時間保育児群に9時間

しか睡眠をとらぬものが最も多かったことは・小児の心

身発達にマイナスの影響を与えることが、うかがい知れ

よう。

　そして・その結果が・長時間保育児にマイナス的行動

をとるものが多く、しかも退所時の持久力集中力の低下

しているものが多くみられたと考えられよう5

　　（3）小括並びに考察

　1）以上のことから、幼児の生活行動、態度や小児に

対する母親の態度には・8時問保育群と長時間保育群の

間に、きわだった差はみられなかった。

　ただ・保育時間の長い幼児の母は・それなりに子ども

に対する思慮深い心づかいがされているのではないかと

思われる。たとえば・帰る途中・手をひいたり、話した

り・いっしよに歌ったり・食那の支度中・時々ひとり遊

びに声をかけた1冬、あま喚筆牌にならぬよう何辛を字量

食べさせたり、ねむりにつくまで、そばにいせあげたり

何かしてあげようとしたりなど・子どもとの接触をつと

めてするように・しているのではないかと考えられる。

これは、家庭保育上普通のことでほあるが、こうした母

の心づかいが・長時間保育のマイナス的影響が顕著にあ

らわれていない原因ではないだろうか。

　数的に少い対比群での考案では・はっきりしたことは

出にくいが・もし長時間（と言っても1時間から2時間

位の差では）保育のためにあらわれるマイナス的影響が

少いとすれば母の家庭保育における心づかいに支えられ

ているものと言っても過言ではあるまい。

　・2ン幼児の睡臨時間が一般に短いものが多く、とくに

長蒔間保育群が薯しいことは、疲労の回復をおくらせる

とともに、疲労の蓄積をまし、そのことが、退所時の集

中力・持久力の低下を来たしている原因となっているの

ではないかと考えられ、更に多数例について、適正な睡

眠時闘がとられているか否かを検索する必要があらう。

按

和43年1Q月総理府統計局の労働力調査によれば・婦人労

働者は1015万人に達し・既婚婦人はその約45％の401万
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第7表各国の保育所数1S』『Sj61inn．

国　　　　　　名 集計
年　度

収容小
の年令

日　　　　　　　　本 皇968
』
　
O ～6

オ　ー　ス　　ト　リ　ア L％0 O～7

ブ　　ル　　ガ　　リ　　ア 196Q
o～3

デ　　ソ　　マ　　ー　　ク k958
O～3

．フ　ィ　ン　ラ　ン　　ド L959
Oγ3

フ　　　ラ　　　ソ　　　ス 1956
O～3

東　　ド　　ィ　　ツ 1960
0～3

ノ　ー　ル　ウ　晶　一
K960
L960 0～3

4～7

ポ　　ー　　ラ　　ソ　　ド 真958 0～3

ス　　民　一　　デ　　ン 1962
0～7

英　　　　　　　　国 1956
0～5

ソ　　ービ　　　エ　　　ト
L959
1959 0～3

3～7

彊F育セソ
ーの数

い4夏9』

118

112

450

　3夏
　62
9夏9

『
2
7
6

，OU

　　　　　　　一
12，542

1，

2，671

10，（£0

　4，075

　3，280

良4，910

7重，717

　743　2，033

49，皇94

117369 ”

30，930・

208，400
　，（X）O’

　H乳3夏7・000

　　840，（X）0

　　531，㏄◎

　　260，（㎜

　　333，（K）0

　3，111，（XX）

　長，072，（℃〇

　一』237，（X〕0

　　182，（X）0

　2，皇85，㏄0

　　745，㎝

　4，642，000剛

136・18L・㈱

小児LOOO人
対保育所数

19

　更81

40

61

『1111砧’

駕、

，一7

108

人を占め、しかも30才以上の婦人はその30．4％に相当す

る122万人である。

　既婚婦人が多けれぱ、その小児を堺葦する施律の學求

は強まるのは当然のことであり、昭和42年珍月、厚生省

発衷の「全国要保育児童実態調査」によれば、全国で

121542「ヵ所の公私立の保育所に玉966，880人の子供が保

育されているが、濠だ約51万人の小児が保育に欠渉てい

ると、いわれる。それらの小児は、無認可保育所その他で

保育されているが、知能が爆発的に発達する乳幼児期の

適正保育が、質的に、も’、・量的にむ溝たされる一こ≧、を希念

することは齢働墜く母親ばかりぐなく、小児の資質の向

上を期待する政府や企業にと（っでも共通のζとといえよ

うr。．、

育に対する保育所の質的量的使命、；ヤ1

♪保育所における小児の保育は祉会への適応の過程を正

しくとらせ、心身の健全な発達を目標とするものである

が、我が国の現状には質的量的に種々の問題があるず

　①焼的な問題

　イ．各国保育所数＝S・Sj61i離”はWHO　Rublic

Healthpapers（24）のCate・of緯hildreni紅d醇Oen－

tresの中で、（Care　of　Welr　children　in　lday－care

e6ntres）世界各国の保蒋所現状をのべているが、第7’表

の如く東欧圏の国々上（ヅ連、東ドイツ、，ポーラソド、ブ

ルガリア）では、その国の政策もあって保育所数が非常

に多くゾ西側の諸国の中では社会保障制度の高度に進ん

でいるデソマ歯ク写ス晶一デンに多くみられ、ついで“

フインラソ・ド、『イギリス、』フラ×ス、一ノ、ノレエ」の順r空あ

る。・

　我が国の保育所数は、0～6才の小児1000太に対して

麹カ所と勤鰍噸約養にすぎ琴野の理
、賦し餌ぼ小児豚麟鮪鈎る」鞭う伝統が
まだ生かされ七“るともいえるが、更に分析ずれば、保

育行政が・世の中のNeedにはるかに立ちおくれている

ことセこなる。一

！，前記の厚生省の保育児産実態調査のデτタ、をもとにす

ればぐ保育必要児数は必8・万人となり・二れに要する保

育所数は推定19，100ケ所であるから、今後、約6，500ケ

所の保育所の設立をせねばならない。じかも遣れだけ建

設蔦超も、Sその年令1，000人対の保育所数はユ，171こ蚤え

る程度であり、1今後の働らく婦入の増大も考慮に禾れる

と、’r層の努力を要するものといえよう。　・L…　人信・

　ロ．し畏時間保育を希望する母の職菜：，我凌の調査では

羅彦肩者カミ67％で最も多く、　と，く昏；会社二員ゾ工員力｛圧倒的

であるが、公務員から日照、内職、無職ま悪巾が広くみ

られたQ

　関東5県（東京、，神奈川を除く）は比較的顎地方県的

性格があるがゾ第8表に労働省婦人少年局の調査、（1966

年）2｝をあげてみよう。

　、全般に9～9，30時間希望が最も多く約25％を占め、…つ

いで9，30～10時間の16，8％、ついで10㌣10，30時間．（3，2

％）の順であるo、職種別には長時間希望は事務〔（9二、30～

10．30時間が35．8％、．10．30時間以上が23r4％）、7、賑売

（9．30級0時間43，エ％）、運輸通信、（9．30㌘10．30瞬問

26，4％）に多く「みられている6、　一｝，二貿　』』、1▽：鼻6＞

　②質的な間題　・』、』』〔「馬1，『．㍗捜魁㌧・

　イ．受入れ側としての保育所の問題1；・とぐ彪傑母の畳
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第8表 職種別、希望保育時間別、学齢前の子どものある既婚女子労働者構成比．

（職場以外の保育施設にあずけているもの）

、．2「ヨ

（注〉・※印はサγヅル数が少ない。管理職は該当者なし。

　　労働省婦人少年局「既婚女子労働者に関する調査」ig66年6月、 （84頁参照）

と質の問題がある。

　＠保育の質的向上に必要な保母の定員としては3才

未満6．；1、3才児20；1、4才以上30＝1であり、昭

和44年度よ1り・乳児保育は400人分に対し33ヵ所の施設

で3』』；11をきめ1ζ発足している。

　これを外国の例でみると、S，Sjo里互RPによると、保育

の先進国である英国では、2才未満311、2才以上8

．11、スエーデソではすぺての年令を通して5：1と保

母1人当りの定数は低く・比較的保育行政のおくれてい

るイタ・リーでは、1才半未満6＝1、1才半～3才では

工2＝1と高くなっているが、我が国ではまだ保母1人当

りの定数は商く・これからの検討を要するものと思われ

る。最近乳児の定数の低下（3＝1）を計った施策が小

範囲の乳児保育所になされたことは、これらの問題点の

解決へのいとぐちとしてギ大いに期待されるものといえ

よう。

　◎ド1保母φ質・：保愚が保育に適格な能力を具えている

か否かはさ璽大な問題点であるのは当然のことである。

　じがるに今回の調査に於ては、正しく理解されていな

い解答が多くくil集計に四惑を感じる例が多数みられた。

例えばセ問1の・「あなたの保育所では、児童福祉法によ

る最低基準の8時間を何時から何時までに決めています

か？jに対して、10時間をこえるような答が多発してい

たが、保母の質的能力の再検討が必要なのではなかろう

かと考えられた。

　ロ．母側の要望としての長時問保育の問題：勤労婦大

は8時問勤務をと・る例が多いから、小児を保育所へ預け

てから出勤し、・終ってからつれて帰るためには、8』十α

の時間を要するのは当然である。

’
＠ 長時間保育の実態調査＝④関東5県（千葉、一埼玉

茨城、栃木、群馬）でのアンケートで長時間保育を実施

している保育所は、「解答のあっだ659施設中405施設

（61．5％）である。◎各県による差がみられ、千葉、群

馬は53％と低く、埼玉、茨城をま72～75％と高率であった

が、これはその施設の揚所が勤務先に近いか否かによる

影響が大きいものと思われる。0東京、神奈川を除外し

た理由＝一神奈川にっいては、本研究のStaffの池上

及び山崎がPretestをすでに行っていて、そのデータを

参考にすることとした。

　東京都については、650通のアソケートを依頼状とと

もに23区の区役所及び都下の各施設に分嫉て送付した

が、都下からは比較的高率の返信があったのに反し、23

区からは、2、3の区から返信があったのみで、全体が

把握できないので、割愛した。

　大都市での長時間保育の災態に大きな期待をかけたの

にまとまった返信のない点、これからの大都市における

行政の困難さと併せて、よい効果をあげうる方法を研究

する必要があることを痛感した。（∋長時間保育の時間
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’はW9椙10時間が53％と半数・を占めで110時間以上一と・8～

9時間がそれぞれ22，・24％そあ参たも1

・昭和41年労働省婦汰少年局貯行っ”た呼既婚女子労働者

に関する調査」2レでば、9時間～10時間希望者が41％、監

10時問希望者ほ1L9％で合ぜで9時間以上希望が53％も

みられた「ごどと関連して、・畏時間保育に対決せねばなら

ない問題である5（第9衷）・

第9表　現在の裸育時問と希望県育時閻め比較

　　　8時『暉未満　　 8時町9時1助未満

A

B

9醇問以．星二10時蘭未満　E鱒閃駄上1塒閏

　　　　　　　、1塒嚇浅，以ヒ　／・

9；一、　』一・：一／』150〆『’淋－1，F，10吻』

注）’A；現在の保育時間　一　B：希望保育時間，、

　　労働省嬬人少年局、「駈婚女子労働i者に開すぐ題

　　査」（1966年6月）83頁参考

　 我凌が実際に3螺児に各種調査じたも’のは～．この9～

10時間保育が多かちたが・10時間以上の例把ついて行’う

べきであらた。しか二し、1東京近郊の保育所に於セは10時

間以缶の例は殆んどな徽また詳A、ひB、・C｛D群で、

Saci6iecon6面互cStatαsくの条件を合ぜた組を作るのが

園難で、　とくに10時間以上の保育群では不可能であっ

た。　㊨　保育先進国に於ては、保育所は大話分は12時

間開放されていて、母親のNeedに応えているが、我

が国に於ては、この点にづい七ほ、卜今後の課題といえ

よ努
』
く
⑧ 帳蒔藺備ゐ小児魏身λの影継一

君④’保憲め意識調査の結果、約39％が影響あづ乏答

え、その内容は身心両面に亘って多岐である。

，、◎、， 無実際賄騨季や持幼や撫雫鉾テ塀

鯵脚長時間騨魎騨多噸鳳纏嫉
灘難黎饗囎り文堅は轡
　㊤　従来の文献をまとめてみると、重大な影響がみら
れ1一すギ・のほ養夜傑腎iあ場谷であり1～l　B6wlbf（1g52）3，

濠幼若な乳莇児を長期藺毎競がら分睡きせる乏、’冠性格形

蔵、’ひい七はその小児の益生涯に童夫な～し寮遮治りに

くい影纏与えお『ごと藤曽じそ1し蝋一H。§づ秘hsmUS

の窃究あ重婁なCまた最初め文献Σなぢ乏いる評：♪

B。wlbyの研究以後、各国においぞ騨直6蘇alis孟us

の緕究が進んだ夢　・

　我が国に於ても、最近、その乳児院におU・ても1，5家庭

保育槌近ぢ姫る蕊う従保育内蓉をよくした結果て二木他

　mは乳幼児の世話をする時周を増加ざせご畢井他i6レは保

母の世話をする乳児数を減ぢした）、1乳児の知脂の発達

　を向上させる1ことが恩きう【る「こ’とも・事突である㌢黙“

　　しカ・し勺屡L児院・孤児院などの・Ful里N敵＄6躍y、のも

う宿命どじ・てヤ．いかに保育内容をな，ぐしでもい家庭保育

妃に比べると、次の点〕でおとるこどを、’保育の先進国の

　チ午コスヒパ卑アのBmo、犬学小児科教授M．Toman

　はのべている切。、即ぢも1瓢）‘こ．どばのおくれ蓄と■＜に｛㌔

　、1・才代以後のおくれは決定的であるぢ1貢i）情緒反応のお

　くれいとくに恐れ、揃）、一運動機能’もやや劣るF。11－距）』感染

　は家庭児の12倍以上む多くず’そのための精神的退行現象

　がおごりやすいむて以上は班員の』1人松島ガ｛1966年に

W｝10Fello婦と1してCSSR』を訪れだとをにぎいたも

のである）。

　　しかーしダBo壷lbyの研究対象は乳児院の如く雛定期間

・母親と分れている場合であろ起、昼問保育の場にはあて

壱よまらなし、5：…、聖f

　　この点ではProf　Sjδ1玉niレ’も同様の意見・であ：り、『∫昼間

保育が幼児ぬ及ぽす影響は少賦という。捜，

　乳児院よりも保育所の方が小児に対しでよい影響を導

えるという文献ほそゐ他にむ多・ぐみられ『る。く例え’麟武

St㏄13H・・MJ　et＝εLで1（1938労らほ孤児院にいる鮮前の小

児たぢを毎旧数時間づσNarserゾSchd61尽通園さ・せ

たら、I　Qは上昇し、CQntrol群（孤児院に居残り組）

は叛第に低下したという。

　Simonsen　KM，（1947）5⊃は多し児院にいる1～4才

。あf33例の小児のb　Q戯鱒に対して1満是手震き決懲に

ない家庭の小児が湶育所へ通らて眺ら群は、’1102ゼあっ

たという。又G里ass（1949）6レは20～62ヵ月、でぱ養商陳

育群そ絵家庭保脊群よ・り一も髭達段階的壕問題てを多く糸す

ような傾向がみれたが、積穂的に有害であるとあ結果ぬ

えち航ながったどのべている。－㌧1知』i鞭i－8

・Hefn貢c珪6、（1956）のは1も～27ヵ月児で傭駆敷か

らの翁掴藺み観察を行づた結巣ミ・行動的壱細ま第量白稔矢

　した変化がみられなっかたが、第2日の夜に大ぎな障

害、芝福ご大入とめ援触を弦ζ求めて㍉ し篠戯ま凌泣ぎを

二し、1保偲比癒抗し、指しやぶゴりがみ、気、t排尿使あ英販参

多kなり、かぜをひく向数1がふえたがξをぐに父毎を努

れて乳児院に住んでいる群の方がい象庭外ら緬薗レで導・

る保育児よ・り‘も強い症状を示し、とくえ敵意（hδstiIfty〉

皆強1ぐまず堵のが多がったという。｝　と　　』　泳母添‘

蚊、1甑伽5y（1953）バも働く母親の小児にろ》・器』

小児が日轍幽畑で儲練ないで汐鎌継猷，
ど磁鶴れ6欲なけれぱ、亀児院で醐繍セ爵藁ざ
身の悪佗は逸ぢなひまうであるぱ揚過参、・襖微鍵を巌皐i
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じてよい面が多いとのべている。

　HerZQ9（1960）9｝の意見は興味深いものがある。即ち

「精神科医やSoda且workerの間で強調されているこ

とは、母親によっては、一日中母親らしく行動するより

も、、Parttimeで相手をした方がよいものがあり、そ

んな母親は働かないで家庭・にいて子どもの相手をする

と、子どもがかえって悪くなるものがある」とのべ、過

保護な母親などの有害な点を指摘している。

　しかし、我々の今回の調査成織が示すように9～10時

間の長時間保育児群には行動異常、、とくに消極的マイナ

ス的行動が多くみられ、しかも色分け作業や片足とびテ

ストで、退園時K低下がみられたことは、長時間保育が

小児の心身にマイナス的に働いていることが推察され

た。

　S．＄」鋤nPも「小児は必要以上に昼間保育所にいるべ

きではない。母親はできる限り早く子どもをつれて家へ

帰るべきである」とのべているのは、小児保育の真の姿

を示しているものといえよう。

　㊥　罹病傾向については、長時間長期問保育児にやや

多い傾向がみられたが、有意差はみなかった。家庭児と

保育所児の罹病傾向を対照した報告は多くみられるが、

その殆んどが家庭よりも保育所での感染率の高いことを

のべている。特に、伝染性疾患及び上気道感染（かぜ）

の多発である。（Hessdvik（1949）ゆL6fsfr6m（1951）

m　Trautmann（1960）121Drilhen（1961）131など）

　更に、K．Kubatエ41は3年間の保育児と家庭児との罹

病傾向をfoUow・upした結果（6～36ヵ月間の観察に

より）、保育所児の方が家庭の2倍の罹病率を示し、（そ

の70％は気道感染）、保育所に入った頁後には罹病が多

いが、半年すぎると罹病率は低下してくる。これは、乳

児、1才、2才、3才と年令にかかわらず入所して半年

間は多く罹病するとみべ、免疫ができるから罹病が減

少してくるのであろうとのべている。この罹病には、

Socio・ecQnomic　status｝こ差はみられなかったとのべて

いる。

　また身体発育は面群の間に差はなかっだという5

　㊦　睡眠時間；長時間保育群で家庭における睡眠時間

が短かい傾向をみたが、保育所における午睡を加えて

も、まだ不足するようならば、10時間以上の本格的長時

間保育を行う揚合には、小児の睡眠を充分とる方策と指

導が大切となろう。

　以上、我々の調査結果は、長時問保育は幼児の心身に

マイナス面の影響がみられたが、例数が少ないこと、畏

時間保育の定義の中では、9～10時問という比較的短か

いものであった点が問題になりうると思うので、今後こ

の点につき、更に検討を加える必要があると考える。

V　結

　長時間保育を行うことが、幼児の心身にどのような影

響が現われる々・を知るために、調査を実施し、以下の結

果を得た。

　、1）闊束5県における長時間保育の実態調査成績（埼

玉、千葉、茨城、群馬、蛎木、計5県）＝

　①8時間の基準をこえて行っているものは・○解答し

た659施設中405施設（61．5％）であり、最高は埼玉、

探城ク》72・45％がち、最低は千葉・群馬の53％に分散し

ている。・

　②・・長時間保育児は、405施設中4910名で1施設当り

平均義24名で、施設定員数の9．3％を占めるが、翠別に

葦夢魯ら趣埼琴、茨城（14．1人、12．2人）では高く、

，千葉、砺本く6～．8％）に低い。

　③，・畏時間保育児の時間的分析＝9～10時間が53，3％

と多く、ついで8～9時間が24．4％、10時間以上が22．3

％であり、，とくに、10時間以上の保育は3才未満児に多

く（27，296）みもれる。（3才以上児2LO％）

　④　母の職業は｝雇用者が多く（67％）、、その中でも、

とくに会社員、工員が圧倒的であるが、公務員、から日

論

雇、内職、無職まで巾が広い。

　⑤　保育内容は、自由遊びが50％以上を占め、TV、

絵本などをみせるものが20％であったが、条件を整えた

一斉保育（お話し、紙芝屠、ゲーム、絵画製作など）は

10％にすぎなかった。

　⑥　保母の主観による長時間保育の影響の有無：

　③　返信のあったアソケート807通のうち、長時間保

育が小児に影緋ありとしたものは313通（38．8％）影響

なしとしたものは269通（33．3％）解答なし225通（27．9

％）であった。

　⑤　問題ありの内容＝延べで約100項目に亘り、抽象

的な表現では欲求不満、情緒不安定（各攻25づつ）が多

く、具体的なものとして最も多くあげられたものは、淋

しそう（56）、甘える（50）、落ちつきがない（49）、乱暴

する（39）、よく泣く（33）、いらいらする（25）である。

　2）幼児の行動調査；

　①各群間の差を比較すると、A、D群間にその差が

最も強くみられた。

　②　その内容は「ぐずる」、「すねる」、「消極的であ
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　る」。「いじわる」、：「他入の注意をひきたがる」、’「我がつ

　よいムノ「けんかっ早い』、「きまった子ど．もとしか遊べな

　い」、『「独占欲が強ひ〕、「我慢強くない丞下協調性にかけ

　る」の11項目である。

　　即ちギ・有意差のある項目は何れも々イナスの意味をも

　つ行動面にみられ、1・ブラスの意味の行動面では1「片づけ

　をよくする」の1項目にすぎなかった。

　　3）幼児の疲労調査：
　　　　　　　　又　で∵
　　①　片足とび

　’＠　畏時間保育児群（A、B群）に於ては、登園時よ

　りも退園時の片足とぴの機能低下がみられた。．

　　⑤　退園時の機能低下の程度はいA群に著しくみられ

　るのに反・して・、機能が署．しぐ上昇しているのはD群であ

　り、B、C群は、この中間の値を示、じた。

　　このことは、持久力と集中力を要する片足、とびに於て

　は、ヒ畏時間保育の影響が比較的明らかにみられためのと

　考えでよいと思うが、更に、例数を増して検討を行う必

　要があろう。

　　②　けんすいの持続時間

　　けんすい持続時問は個人差が大きく、運動機能の指標

　にもなり「にくいといわれる。しかし各群間に、登園時と

　退園時との間の差が多少みられるが、畏時間保育との関

　係はみられなかった。

　　③色分け作業

　　＠　登園時と退園時の差は、省群間にはみられなかっ

　た。

　　⑤作業完成の見地からすれば、登園時において、C

　D群が完成例が多く・反対に・A・B群は少なかった。

　　◎　しかし、退園時に於ては、A、B群では登園時と

　同じ成績であるのに反して、C、D群では、完成例が減

　少していた。

　　このことは、短時間保育児では退園時で機能低下（薬

＼中力低下）があっても、帰宅によって代償されるが、長

　時間保育児では、コソスタソトに集中力の低下をきたし

　ているものと考えられる。

　　4）幼児の家庭におけるタイムスタディ調査1

　　上記症例について・保育園を出て・幾朝登園するまで

　の間に現われると思われる幼児の生活様相と母親の態度

　を夫々44、46項目あげて調査した。

　　8時間保育と、9～10時間保育との間には明らかな差

　はみられなかったが、長時間保育群の母は他の群より密

　接な接触をもつようにつとめる傾向がみられた。

　　しかし、家庭における睡眠時間は、A、B群では9時

　間：C、D群では工0時間のものが多く、保育所における

　午睡を入れても、長時間保育児では睡眠の不足すると考

えられる例が多・ぐみられ認ら・：説1・　・ごノll『一1闘d

　以上のこど演らい19～10時間どいう比較的短かい型の

長時間保育群に於ては・幼児の行動調査面でのマイナス

的行動が多ぐ、『しか甑1色分け作業と片足と・びどいう集

中力と持久力を要するゲス・卜’面廼の機能他下がみられた

がず’そ「の原悶は睡眠木足とぞ顧Oよる痩労の蓄秋をきた

している例がみぢれると嗜えられた6

　しかし、これらについては、例数が少ないこ之．と1及

び、Fユ0時間以上の症例がな・いごどが問題となるので、ここ

の点につ1き、・更に検討を行テ必要がある芝考え冷51’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　“、マ1ン1

　　　　　　　　・ご11〔支一献〕！些一・…・1x［！

1）S．Sl611n；Care　Qf　WeU　children　in＝day

　care，Ωentres、・：ノWHO，　Public　He3瓦th、Papers，

　（24）、　‘iこ…9マ～f‘ζ・II

2）・労働者婦人少年局＝既婚女子労働者に関する調査

　1966年6月84頁

3）　」，Bowiby　：Maternal　care　and　mentaI

　health＝Genev翁1952＝（WHO＝Manograph

　series　No，2）

4）H．M　Steels，et．al＝A　study　of　environ

　mental　st貢mu真ation：An　Qrphanage　preschool

　prolect：Iowa　stud，child，Welfare15，4，1938

5）K．M．Simonsen：Examination　of　chi且dren

　from　chi畳dren，s　homes　and　day　nurseries　；

　1947，Copenhagen－3）のBowlbyの中68頁
6）　N．Glass：Eatiug，S且eeping，and　elim食nat孟on

　hab互ts　貢n　children　at畳ending　（lay　nurseries

　and　Chi夏dren　cared　for　at　home　by　their

　mothers：Amer．」、ortho　psychiat．19．697．1949

7）　C，M，Hein亙cke＝Some　effects　of　separating

　t脚o，years－01d　children　from　their　parents：

　A　comparatiue　study，Hum．Pelat．9．195，1956

8）E．E．Maccoby＝chiidren　and　working　mo・

　thers　＝children．5，83，1958．

9）　E．Herzog；chi夏dren　of　working　mothers＝

　washington　D．C．Government　Pri旦ting　office

　（ch鼓dren，s　B頓reaU　Publicatim　NQ．382）　1960

10）　L　Hesselvik＝Respiratory　infections　amony

　children　in　day　nurseries＝Acta，paediat

　（Uppsala）　Supp夏74　1949

11）　S・L6fsfr6n（Sweden）1951－1）より引用

12）　」．Tra戟tmann：Vergleichende　U隠tersuc五・

　ungen　der　Morbiditat　in　Tage亀Woche盆and5
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　Dauerheimen　f“r　Kinder　in　Alter　von6wo・

　chen　bis　zu6Jahren＝KinderarytL　prax．28　　　　　16）

　399，　1960

13）C，M．DriUien：Alongitud五aa且studyQfthe

　growth　and　deve亘opment　of　prematurely　and　　　l7）

　maturely　bom　children．VI工1、Morbidity　in

　the　age　periQOd2－5years3Arch．Dis，chidh．

　36．　515，　1961

14）　K　Kubat　and　A．Syrovatka＝Die　Entwick里ing

　der　Morbiditat　bei　Famihen・and　bei　Krippe塾

　K亘ndem　wahrend　deτersten3Lebensla置re＝

　Arzt1．JugendK．昏7．16γ23，1966

　（Zentralb旦att　f，K置nderh，k．Bd，100，He重t6，

　561，1966）

15）二木武他＝ホスピタリスム久とその現状について

　　小児科診療、28巻12号、1572－1584、昭40年12月

　　二木武、鶴田郁代：乳児院における発達管理につ

1）

　　第5集

いて；東京都衛生局学会誌No．33昭39年5月

　平井信義、千羽喜代子、吉岡毅、梅森公代；保育

所における乳児保育実施上の諸条件に関する研究；

昭41、42年度、厚生科学研究

　松島密之助；チエコスロバキアの乳児施設の現状

；罪L児保育9号、　1頁、　昭42年5月

　　　　　　参　考　論　文

　シソポジアム：現代における保育所の意義と役割

一長時間保育を通じて一

　　社会福祉研究　4号、24－45頁1969

1．σ施設における長時間保育の諸問題；藤田照子

2．教育の立場からみた保育問題：持田栄一

3，　働く母親と子供の権利＝一番ヶ瀬康子

4．現代における保育所の意義と役割二上記3氏の

　　　　　　　　　　　　　　　Discussion
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松島他：長時間保育が児荒の心身発達に及ぽす影響に関する研究

…｝Study、、on、1｛ow，Long疸our，，N瓢sery悼Care　exerts、Influence，upon、

Children’e　Mental　a江d・IPhysica1－Develop1nentゴ・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【麟薦丁6鹸・sukぜ納まt鵬h磁

Dept　・7　　Yukie　Noda　許

Coll猫諭6d・廃

　　　　　Kiyδ【職ami，Miz直e1Kam。耳／二

　　　　　Toku　Suz醸i二Taz百震Q「Ya血azaki

　・We！made・thピ，following　investigations　to　study・F血ow　long・hour二nurseryドcare　exerts、influence

upon　bpth　血ental　and　physjcal　developm㎝t　of　childre”e　　　　　　　　　　　　　、・ト　c、　　　　・し・・F・t・・ノr男　・多、・

　　1）　’Investi喜at玉onUnto∫the　acむua亙『、status∫o食・10Rg・ぬour・＝nursery、care㌧・in・5－prefectures，in，the　Ka蹴to

Districtsン（Saitama，・ChibalIlb庶aglジGumma，lITochigi）b邸q“estipnnair¢＝ワ［旨r　・・．，，∫．〆・1、、

　　①Retumedanswers－63％onanaverage（77．3％～44、7％）

　　②　Of659day　nurseries　that　retumed・北he「a臥swers，405，da努’虹urse戚es、were　lcari丘g　FchiLdren

longer沈han　the　stan（1ar（181hours　l（61、5％），〆Saltama・・and・Ibaragi’shoWingl　th¢hig夏est　perce旦tag¢s

（72．75％），（Ghiba，and　Gu血m奪、showiBg∫the，10west（53％〉．1．

　　⑧　The　number　of　childrenl　being　cared・for　longllhouτs　at405day1コnurseries〆was・4，910，・、that・

董s，12．’11c翻drenperonenロrsery〔加徽average，・a訟d・ねeld・9．3％、o繍ねeゴlxed，numberらof・εhelday

nursbries，，・ノ　i．

　　④Nurserycarehour［｝＝ジ9～1αhours鳴胃・53」3％，・・8～9hours－2一吃24．4％，，morethan・10、，hours・2…1

22．3％ゲ【hfr・・L・一「』・1ra’＝［r』戸

　　・⑤・　Nursery「teachers㌃subjecはve　views　as・to　whether・、里ong－hour　，n眼rseTyご・care　exerts「influence

upon　ch童ldren　or　not　＝　　　　　　　　　　　　　、3冨一1・三」＝I　r「r・！　・r、，・、∫》　・ビ　‘Fr∫e　i・〆　；　r‘r　，，

　　＠・Of！807磯eachers　who　rretu五ned　tho　answe募s5・、313．眞eachers．（38，8％）ンstated，that＝the　long7hour

nUrsery・care、exertslsome　influenceりuponミchUdrenド269・teachers（33；3〉ansWe導d㌻here、is　nq　i鳳旦uence

and225teaσh邸く27，9％）・ga▽enOlansweエs・、ζr7P・畠，．

　　⑤　Items　checked　by　nursery　teachers　asゆrΩblem＄・＝，problems♪expressed、、in，・the・abstrβct且一堰“s＝

trationプ・lemot正onaMnStability、（25・eacぬ），probEem銚expressed　in｝こぬeρoゆcret毫ワ＿IQoks　lonely、（56），・fawn

upon、（50）∫Frestless）（49），act、ina丘・unruly、manner（3駐》，cryQ∫ten罷（33》be・二iu，aなet（25）

　　2）　Investigation　of　Children，s　Behaviors：

　　The　subject　g【oups　invest乏gated　were　＝

　　Group　A（Ch亘ldren　receiving　long　hour　nursery　care　more　than2years）……11cases

　　GroupB（Chi亘drenreceivingbng・hournurserycarelessthanlyear）……11cases

　　Group　C（Chlldren　receMng　ordinary　nursery　care　more　than2years）……工O　cases

　　Group　D（Children　rece正ving　ordinary　nursery　care　less　than　l　year）一…115cases

　　①MarkeddiffeどencewasseenbetweenGroupAandGroupB，
　　②　Significant　difference　was　seen五n　the　follow亘ng　ll　items　considered　as　minus（一）behaviors

・…“fret”，“pout”，“passlve”，“cross”，“wanttoattracttheattentiQnofQthers”，“obstinate”，“qu玉ck

to　quarreL”，6‘P呈ay　wi山only　a　regular　friend”，“monopo1三st互c”，“impatieut”，and“not　coopemtive””㌧

a隠d　on！y　in　one　ite㎜cons三dered　as　p里us（十）behavior…”・“put　things　in　good　order”・

　　3）　Investigation　of　Chi旦dren｝s　Fatigue：
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　　①Jump正ngononeleg
　　＠　The－childre㎡っf　Gr6Ups　A　and　E　showed　moreF　lowering1併function　at　th＆毛imざthey　were

leavingthenurserythanatthet而etぬeycamet・北hepursery．・1、、

　　⑤　The　chi旦dren　of　Group　A　showed　remarkable　lowering　of　function　at　the　time　of　Keaving

the　nursery、≒hose　of（ミrQup　D　show曼d　marked　rise　of　function，and　those　of　bQth　B　and　C　Groups

shQwed　the　medium　vaLue，

　　②　　Duration　of　exerc亘s重ng　on参hoyizonta1、L）ar　＝

　　N・differen磐wasseenam・ngt塾egr・ups・

　　③Colorsortingwork＝
　　＠　The　difference　in　work　between“at　the　tlme　of　coming　to　the　nursery”and“at　the　time

of　leaving　the　nurserゾ，was　nQt　seen　among　the　groups．

　　⑤　From　the　view・poiut　of“work　completion”，many　children　of　C　and　D　Groups　completed

the　work　at　the　tlme　when　they　came　to　the　nursery，on　the　cQntrary，a　few　chlldren　of　A　ahd　B

Groups　comp聡eted　the　work．

　．◎The　children　of　A　and　B　g【oups　showed　the　same　resu真t　both　at　the　t亘me－they　came　to　the

nursery　and　at　the　t正me　they　were　leaving，but　less　children　of　C　and　D　GrQups　comp里eted　the　work

at　the　time　of　leaving．

　　4）In▽estigation　of　how　children　are　cared　at　home：

　　We　investigated　the　life　phases　of　the　children（above・mentio血ed　subjects）and・their　mothers｝

attitudes　seen　during　the　period　frQm　the　time　chi旦dren且eft　the　nursery　ti夏夏the　time　they　went　to

the　nursery　the　nexセmorning　again，listing　up44－46items　respectively．

　　No　evident　difference　was　seen　among　the　children　having8－hour　nursery　care　and9～10hour

care，but　the　mothers　Qf　the　children　having　long・hour　nursery　care　showed　the　tendency　to　keep

in　touch　with　their　children　more　close匝y　than　the　mothers　of　other　groups，

　　S且eeping　hQur　at　home　was：A　and　B　Groups・一・9hours，C　and　D　Groups一一most　chi里dre血

sleep　for1αhours．There　were　many　cases　of　insufficient・s里eep　among　the　chUdrou　having　long

hour　nursery　care　even　if　the　hour　for　a　nap　was　included．

　　The　fact　that　in　the　groub　of　sem正・夏ong・ho血r（9～10hour）care，many　minus　behaviQrs　were

observed　in　the　investigatbn　of　chlldreゴs　behaviors。and　the・bwermg　of　function　was　seen五n　the

color　sorting　work　and　jumping　on　one　leg　which　requlre　concentrating　and　staying　powers　is　con・

sid6red　due　to　the　insufficie丘t　sleep　and　fatigue　resulted　from貢t，

　　Howるver，sincethecasesweresmallinnumberand・therewerenosuchcasesinthegrQupof
having　nursery　care　more　tha血10hours，we　think　we　ueed　to　make　further玉nvestigatlon　into　thls

point，
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